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本
書
は
V「

再
生
産
論
上
恐
骺
論
I

恐

慌

論

ノ

ー

：

.
ト」

"
(

商
学
論
集
、：
一
九
五 

一一S
-
以
來
、
き
わ
^
• 

て
精
力
的
に
恐
慌
理
論
研
究
に
と
り
く
ん
で
こ
ら
れ
，
 

た
富
塚
良
三
氏
が
、
：恐
慌
理
論
：の
体
系
的
構
成
を
と
. 

と
の
え
て
世
ヒ
と
ぢ
れ
た
カ
作
で
あ
る
デ
.
'

.前
編
.
.
.

「

恐

慌

論

の

：
基

本

構

成

ト

.の
'#
格
は
、
.:
,す
で
: 

に
同
じ
題
名
で
^

表
さ
^

た
^

文(『

恐
慌
論』

講
座 

In『

恐
慌
の
菡
礎
理
論』

所
他)

.
セ
明
ら
が
と
さ
れ 

た
と
こ
ろ
で
あ
っ

て

、

本
#'
で
.は
根
本
的
な
変
更
は 

み
ら
れ
な
い
.が
、
か
な
り
の
補
足
ン
整
備
が
纪
な
わ 

れ
て
ぃ
る
ほ
か
、
本
書
で
‘あ
ら
.た
に
.'「

産
業
循
環」

の
章
が
く
わ
え
ら
れ
た
：の
が
注
目
さ
れ
る
0

.

.後
編
.「

資
本
蓄
積
と
恐
慌
：に
関
す
る
試
論
集」

に 

は
、
恐
慌
理
論
体
系
を
つ
く
り
あ
げ
る
過
程
で
書
か 

れ
た
特
殊
テ
ー
マ
に
か
ん
す
る
八
つ
.
の
1

文
.、が
収
.録 

名
れ
て
い
る
。

'
.富
塚
氏
は
、「

.®
慌
論
の
体
系
は
、
資
本
主
義
社
会 

の
経
済
的
諸
範
_

と
そ
れ
に
.固
有
.の
諸
矛
盾
の
，
順
. 

次
的=

階
梯
的
な
'
.，
：必
然
性
を
も
っ
.た

♦
発
展
と
し

て
、
展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
'-
.
.も

の

で

あ 

り
、：
し
た
が
っ
て
、「

恐
慌
論
め
体
；系
的
展
開」

？
は
へ 

、「『

資
本
論』

体
系
に
ょ
っ
.て

基

礎

づ

け

ら

れ

て

い

，
な 

け
，れ
ぱ
な
ら
な
い」

と
い
5-
立
場
^

た
0

て
分
析
を 

す

す

め

ら

れ

る
.
。.

(

本

書

、
.
.
.
.
.
一|
|

ニ

頁)

.

ン
'

.前
編
の
本
論
'「

恐
慌
論
体
系」

'
.は
、
か
か
る
立
場
. 

. 

'に
：た
.っ
て
、
..
第
：r

章

「

恐
慌
のf

般
的
-
抽
象
的
可 

,

能
性」

、：
第
1:
家

「

発
展
し
だ
；恐
慌
の
可
能
性
/
.
.第
' 

1
—
1章
■「

恐
慌
，の
必
然
性」

と
い
ぅ
構
成
を
と
り
、
最 

:
後

に

第

四

章-1
產
業
循
環」

が
く
わ
へ
ぇ
ら
れ
.て
い
,.
'
: 

.る
：0
.
. 

,

.:'
,
> 

.
■
'
:.
:

.
’
：
';

.
.

各
章
.の
；分
析
、
後
編
の
諸
論
文
、
い
ず
れ
に
も
、
 

.
き
.
.わ
^
'て
.
.
難̂
免
テ
ー
マ
と
'と
り
く
ん
.で
.こ
.ら
れ
た
'. 

著
诸
'0
綿

密

な

思

考

の

あ

と

が

ぅ

か

：が

わ

れ

:?
>
。

:■
'

夏
货
氏
の
恐
慌
理
論
体
系
の
最
无
0

特

色

は

、
.
恐 

慌

の■
必

然

性

に

か.ん

す

る

氏

，の

把

克

.方

.に

あ

る

と

思 

わ

れ

る

.。

.

.

.
-

一
8

§

>

'-
.
労

働

者

階

級

の

狭

隘

な

る

消

^

制
ノ 

限j

に
起
因
す
る「

実
現
の
問
題
/
を
へ
一
面
的
に
.強
調
. 

'
す
る
伝
統
的
立
場
と
、
他

方「

実
現
の
.問

題

を

全
. 

く
無
視
し
て> 

過
度
の
蓄
積—
産
業
予
備
軍
涸
渴—

> 

. 

賃
金
率
騰
貴—

>

利
潤
率
下
落
I

「
資
本
办
絶
就
的
過 

剰
生
産」

の〗

み
か
ら

恐
慌
の
■必
然
性
，を
説
ぐ
宇
野
学
'' 

派
と
を
、
と
も
に

批
判
し
つ
つ
、
.
.こ
.れ
ら
ー
一
つ
の
^
 

題
を
内
的
に
関
連
づ
け
て

把
え
、/
そ
こ
に
恐
慌
.の
必.

...
然
性
.を
も
と
.
.め
よ
う
と
さ
れ
る
の
で
-あ
■る
。
，
.

:

九
O

S

A

八)

ザ
な
わ
ち
，「

狭
随
な
る
消
費
制
限」

の
も
と
で
の
、
 

，

-.
実
現
の
問
題』

は
、
旺
盛
及「

投
資
需
要j

に
と 

%■
な

う

誘

発

的

な

拡

大

再

生

産

過

程

に

お

い

て

一

時
 

.
的
に
解
消
さ
れ
る
が
、
，こ
の
過
程
は
、
同
時
に
，
產 

-
業
予
備
軍
の
吸
収
ふ
賃
.金

；̂
騰
貴
》
労
働
禅
取
度
の 

低
下
を
通
じ
て

i

の
絶
対
的
過
剰
生
産」

Mへ
近 

づ
き
つ
つ
あ
る
過
程
に
，ほ
か
.な
ら
.な
い
。

つ
ま
り
、
 

.「

潜
'在
的
に
激
化
し
：つ
つ
あ
る
そ
の『

実
S

の
問 

,
題
の
顕
在
化
は
，■

た
.だ

資

本

制

的

眼

界

を

超

え

，
て
の 

M

用

増

大=

賃

金

上

腾

の

運

動

(「

資

本

の

絶

対

的
 

.過

剰
#

産
.

」

へ

の

接

近I
井

村>

■-
に

ょ

っ

て

の

み

回 

:

避
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。」

(

.一
五
八
頁)

と
い 

'
V

う
の
で
あ
る
。
し
た
：が
っ
て
、「

資
本
が
資
本
と
し 

て

絶

対

的

に

と

な

る
こ
と

に
ょ
る
蓄
積
運
動
の 

衰
退
ば
、

一.方
に
お
い
て
.は
賃
金
の
騰
貴
運
動
を
停 

■
止
也
し
め
る
で
あ
ろ
う
が
、.
ぞ
れ
は
直
ち
に『

於 

現』

：.問
題
の
酿
在
化
.を
.意
.味
す
る」

(

同

右

、

傍

点

： 

:

著

者)

.

.

.
と
.
い

う

と

\

と
：と

な

る一
。
：

：
.

.
こ

の

点

：
に

つ

，
い

て

は

：
、

'別

稿

「

恐
慌
理
論
に
か
ん 

(

す
^

1

論
点」

(

本
誌
五
十
五
卷
十
号)

で

、

疑
問
を 

■-
の

べ

て

：お

い

た

が

、

本

書

で

も

こ

の

疑

問

は

.
い

ぜ

ん 

と
し
て
残
さ
水
て
い
-る
。
た
.し
か
に
、：
不
均
衡
要
因 

が
成
熟
し
て
い
る
も
と

で
、
予
備
軍
吸
収W

賃
金
率 

騰
貴
に
と
も
办
う
蓄
積
率
の
激
減
が
生
ず
れ
ば
、
全 

難
的
過
剰
生
産
が
.爆
発
す
る
こ
と
：も
あ
ろ
う
。
し
か 

し
、
'問
題
は
：、
■不
均
衡
耍
因
の
爆
発
•「

実
現」

問

題
の
顕
在
化
が
、
か
か
る
喪
因
に
ょ
っ
て
生
ず
る
も 

の
と
し
て
_
1般

理

論

化

し

、

か

か

る

形

で

恐

.慌

の

办 

然
性
を
論
証
す
る
.こ
と
が
1

し
い
か
ど

ぅ

.

か
と
い
ぅ 

こ
と
で
あ
る

V

 

.

本
書
の
恐
慌
の
必
然
性
の
論
証
に
つ
い
て
は
意
見 

を
異
.に
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
:本
書
ば
綿
密
な
思 

考
に
ょ
っ
て
つ
ら
ぬ
か
れ
た
本
格
的
な
専
門
書
で
あ 

る
か
ら
、
恐
慌
論
に
興
味
を
も
つ
多
く
の
人
々
に
ょ 

っ
て
入
念
に
読
ま
れ
る
こ
と
を

期
待
し
.た
い
.。
 

(

未
来
社
.

A
 

5
 

.
四
六
八
頁
•

一
、
三
〇
〇
円) 

—

井
村
喜
代
子
丨

*

.

壬 

氺

ニ
野
瓶
徳
，夫

著

『

漁
業
構
造
の
史
的
展
開』

(

古
島
敏
雄
監
修
*
近
代
土
地 

制
度
史
研
究
叢
書•

第
四
卷)

_ 

.

日
本
資
本
主
義
に
お
け
る
第一,

次
産
業
部
門
の
中 

で
、
漁
業
は
''
資

本

主

義

的

生

産

関

係

の

^ '
格

的

展
 

開

を

明

，治

末

期

に

開

始

し

.た

の

で

あ

る

が

，

そ

の

制
 

度

(

漁

場

占

有*
利

用

形

態

、

法

的

規

制

)

、
資
本
. 

賃
労
働
関
係
と
小
生
産
の
広
沉
な
存
続
.は

、

.漁

業

搆 

造
を
特
徴
づ
げ
る
も
.の
で
あ
っ
.た
。
そ
の
経
済
構
造 

が

V

か
に
形
成
さ
れ
、
い
.か

な

る

性

格

を

も

つ

.
も 

の
で
あ
ら
た
が
を
、
綿
密
に
、
実
贺
的
に
解
明
し
ょ

新

刊

:

紹

介
：

ぅ

'
と
し
た
1
0が
.
.本
書
で
あ
る
。も

と

よ

り

、
.
日
本
漁
業
. 

史
の
研
究
は
羽
原
又
吉
氏(「

日
本
漁
業
経
済
史J

)
、

山
ロ
和
雄
氏
。(「

日

本

漁

業

経

済

史

研

究

」)

を

は

じ
 

め
と
す
る
諸
先
学
に
..よ

っ
て
開
拓
さ
れ
て
き
た
.と

こ
. 

ろ
で
あ
る
が
、
例
え
ば
漁
場
の
占
有
利
用
形
態
と
性
.，
 

格
に
つ
い
て
は
，
i

有」

説
が
支
配
盼
で
■知
り
、
}
 

.山
ロ
氏
の
領
主
的
漁
場
所
有
説
も
、
：な
お
充
分
な
陵
. 

開

(

直
接
的
生
産
者
の
性
格
と
漁
業
生
産
力
構
造
の 

解
明)

.-
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

.
本
書
は
，
.漁
場
総
有
説
に
対
し
、
漁
業
直
接
生
産 

者
の
漁
場
利
用
•
.占
有
関
係
が
基
本
的
に「

総
百
姓 

共
有」

で
あ
る
こ
と
を
、「

先
進
地
域」

と

な

ら

ん
 

で
総
百
姓
共
有
が
充
分
成
立
し
て
い
な
い
中
世
的
漁 

場
利
用•

占
有
関
係
が
残
る「

後
進
地
域
.

y

と
あ
わ
，
 

せ
、
広
範
囲
の
漁
村
史
料
'の
分
析
に
よ
づ
て
、
実
証 

的
論
理
的
に
解
明
し
よ
ぅ
と
し
た
も
の
で
あ
る(「

第 

.一
章
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
漁
場
占
有
利
用
関
系
の 

展
開
構
造」

)

。
漁
村
構
造
の
段
階
的
差
異
は
、「

明 

治
維
新
期
に
お
け
る
漁
業
制
度
の
再
編
：,(

第
三
章)

. 

に
お
'い

て
，

V

と
な
る
対
応
を
'示
す
。先
進
地
域
に
お 

い
て
は
、
江
戸
時
代
に
形
成
さ
れ
た
漁
場
共
有
が
制 

度
的
な
承
認
を
徐
々
に
受
け
て
ゆ
ぎ
、
大
き
な
変
化 

が
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
後
進
地
域
ス
岩
手
県
の
事
ン 

例)

で
は
、

.1

部
の
上
層
階
凰(

長
百
姓
層)

の
漁
場 

占
有
利
用
権
が
、
入
吼
制
に
よ
り
、
主
と
：し
て
商
人
：

_ 

層
.に
握
ら
れ
る
が
、
.
そ

の

後

に

「

村

中

入

会

」

：
が

成
.

立

し

てく
る
こ
と
を

豊

富

な.史

^
;
を以
て

示

し

、従 

来
.の

漁

業

史

の

研

究

で

取

り

上

：げ

ら

れ

る
こ
と
の
少 

.

.な
か
.
っ，た
こ
の
時
期
の
漁
場
制
度
*:漁
村
構
造
へ
の 

維
新
の
作
用
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

.

.

.

本
書
は
漁
場
利
用
•
占
有
関
係
、
生
産
構
造
と
な 

'
ら
ん
で
傭
通
構
造
、
問
屋
資
本
の
役
、
領
主
的
規 

制
下
に
お
け
る
商
業
資
本
の
運
動
を
追
求
し
.
S
 

ニ
章
y

水
産
物
流
通
の
発
展
と
問
屋
資
本
'の
運
齓
法 

則」)

、

明

沿

前

期

の

水

産

物

流

通

の

量

的

把

握

を

行
 

.

な
い
へ「

m

四
章
、
明
治
前
期
に
お
け
る
水
産
物
の 

流
通
と
漁
民
層
の
分
解
.

」)

全
機
構
的
に
漁
業
構
造 

ダ
七
ら
え
、
資
本
制
漁
業
の
本
格
的
展
開
を
分
析
す 

る
橋
渡
レ(

第
四
章
第
二
節
三)

.
を
以
て
終
っ
て
い 

る
0

-■

本
書
は
、
新
し
い
問
題
を
提
出
し
、
ま
た
豊
富
な 

内
容
を
も
.ち
な
が
ら
，
そ
の
.叙
述
は
極
め
て
丁
寧
で 

あ
り
、「

_

■
構
造
の
史
㈤

展
開」

を
乡
く
の
人
 々

が
理
解
す
へ
る
上
.に
適
す
る
も
の
：と
い
え
よ
ぅ
。
勿
：
 

論
，
残
さ
れ
た
問
題
；
例
え
ば
直
接
的
生
産
者
の
独 

立
度
：の
曖
昧
さ
、
生
産
力
構
造
と
漁
村
構
造
の
関
係 

:

の
不
明
確
さ
、，
ま
た
直
接
的
：生
産
者
と
商
業
資 

本
と
の
関
係
等)

は
多
^

^
す
る
が
フ
そ
れ
は
ヰ
^
 

の
研
究
に
待
つ
ベ
音
も
の
と
思
わ
れ
る
。(

お
茶
の 

水
書
房
，
1
九
3

1
年
一
ニ
月
刊
* 

<

5,一一
 1

 
一一：！，頁
. 

九
〇
〇
円)

-

: 

/

I高
山
：
隆
三
丨 

.

.

.
* 

. 

*
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